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TEM specimen preparation; the disk with a diameter of 3 mm was dimpled with a GATAN Model 656 and Arion milled with a GATAN model
695 PIPSII
TEM utilized; JEM2000FX, JEM2100PLUS (200 kV, JEOL Ltd.)

Fig. 1 等原子比 HfPd 合金マルテンサイト相の (a) 明視野像，(b)(h) 電子回折像．

Fig. 2 100 cycle 後の等原子比 HfPd
合金の (a) 明視野像，(b) 領域 B にお

ける電子回折像，(c) 電子回折像 (b) の

拡大図．
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(b)CTEM による材料組織解析

CTEM 傾斜実験による等原子比 HfPd 合金の結晶構造解析
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高温にマルテンサイト変態点を有する等原子比 HfPd 合金

に対して，これまで第一原理計算や中性子回折線を用いたリ

ートベルト解析により構造解析が行われてきたが，統一的な

見解が得られていない．我々は局所領域の構造解析が可能な

CTEM 傾斜実験による電子回折像を用いて結晶構造を精密

に決定した(1)．

等原子比 HfPd 合金は，Fig. 1(a)に示すように幅が約

200 nm のプレート状のマルテンサイト組織を呈していた．

Fig. 1(b)(h)に等原子比 HfPd 合金のマルテンサイト相に

おける主要な晶帯軸からの電子回折像を示す．(h)に示す入

射方向[100]から(c)に示す入射方向[010]への傾斜実験によ

り，(001)の回折スポットは 2 重回折に起因しており，禁制

反射であることが分かった．さらに主軸(a, b, c)に対す

る回折像の対称性および電子回折スポットに基づき消滅則を

考慮した結果，等原子比 HfPd 合金の結晶構造は斜方晶 B33

構造(空間群Cmcm，格子定数a＝0.329 nm, b＝1.02 nm,

c＝0.438 nm)であることが明らかとなった．

さらに，熱サイクル試験を施した結果，Fig. 2(a)に示す

ように，約 150 nm のプレート状バリアントが観察され，そ

の電子回折像である Fig. 2(b)および(b)を拡大した(c)より，

040Cmcm を 4 等分する extra spot が見られたことから，4 層

周期を有する長周期積層構造相の存在が示唆された．これら

の長周期積層構造相は，熱サイクル試験前の試料と比較して

その観察頻度が増加しており，変態ひずみが繰り返し導入さ

れることによって増加したと考えられる．
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